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　３年前のことです。「４０歳になったので乳癌検診を
受けたら、引っかかりました」と M さんが私の診察室
に飛び込んでこられました。 M さんのお母様も１０年前
に乳癌で手術を受けておられます。そのとき、「ひょっ
として、遺伝？」とはっとしました。というのは、お母
様は両側乳癌で、さらに、伯母さんも乳癌で私の患者さ
んです。明らかな家族集積性と両側性、若年性といった
遺伝性乳癌の特徴があったからです。M さんには遺伝性
乳癌の可能性についてお話ししました。遺伝子検査は
行っておりませんが、娘さんには自己検診を指導すると
ともに、２５歳から乳癌検診を受けるようにお願いして
おります。幸い３人とも癌の再発なくお元気です。 
　M さんのように乳癌になる可能性が高い集団、すなわ
ちハイリスクグループに対する乳癌検診について、昨今研
究が進んでいます。乳癌発症の危険因子（リスク）として、
１．乳癌の家族歴、２．胸部への放射線治療歴、３．乳腺
腫瘤に対する生検既往歴などが挙げられます。なかでも乳
癌の家族歴が重要です。乳癌は遺伝性素因により発症する
遺伝性乳癌と、これには関係なく発症する散発性乳癌に分
けられます。家族歴のある方は遺伝性乳癌である可能性が
２０数％あるといった研究結果もあり、その場合は一生の
うちに乳癌を発症する可能性は３６～８０％に及びます。
遺伝性乳癌には両側性、若年発症、トリプルネガティブ（ホ
ルモン感受性陰性、HER2 蛋白発現陰性）が多いといった
特徴が有り、これらの特徴に則した検査法を要します。乳
癌検診において最も広く用いられているマンモグラフィは
乳腺が厚い若年者では病変の検出力が劣ります。超音波は
検査に伴う負担が少ないですが、客観性・再現性が乏しい
とされています。そこで注目されているのが MRI（核磁
気共鳴画像法）です。造影 MRI の乳癌検出力はマンモグ
ラフィや超音波よりもはるかに優れているからです。

　乳癌ハイリスクグループに対するスクリーニング検査
として、マンモグラフィ単独では感度（乳癌であると診
断する確率）５２％、特異度（乳癌でないと診断する確率）
９１％、マンモグラフィと超音波の併用では感度７６％、
特異度８４％であるのに対して、これらに MRI を追加す
ると感度１００％、特異度６５％といったデータがあり
ます。 MRIを追加すると、乳癌の拾い上げには有用である
ものの、良性を乳癌と誤って判断する傾向が高くなります。
また、MRI の装置はマンモグラフィや超音波のように普
及していません。さらに、検査に要する費用は１０倍近
く違います。このようなことを踏まえ、日本乳癌検診学
会が中心となって乳癌発症ハイリスクグループに対する
乳房 MRI スクリーニングに関するガイドラインが制定さ
れました。そこには任意型検診（がん検診には行政主導
で行う「対策型検診」と人間ドックや職場健診など、健
康診査を目的とした「任意型検診」があります）で行うこと、
質の高い乳癌の診断・治療を行うことのできる施設で行
うこと、造影検査を行うこと、などが明記されています。
MRIで見つかった病変に対する組織生検も課題です。 超音
波診断装置の分解能および画像処理技術の進歩により、
MRI 画像を参照しながら超音波で微小な病変を見つける
セカンドルックエコーも広く行われるようになりました。
また、MRI と超音波画像をコンピュータでリアルタイム
に同期させる Real-time virtual sonography を用いて MRI
で発見した病変を超音波で同定し、超音波ガイド下に穿
刺生検を行う試みも行われています。
　─個々のリスクに応じた乳癌検診の個別化とそれを支
える超音波、MRI といった最新画像診断装置─、診断・
治療の個別化といった今後の乳癌診療の大きな流れを、
乳癌検診においても垣間みることができます。「あなたに
あった検診はこれです。」と言ってもらえれば、乳癌検診
を受けようと思いませんか？

乳癌検診の個別化と
最新画像診断装置
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　2012 年 10 月 1 日、東京スカイツリーがピ
ンク色に染まりました。
　昨年 3 月 11 日の未曾有の大震災に耐えて、
今を生きる日本人がそれぞれの想いを重ね、
新しく生まれ変わる日本を託すような気持で
ツリーを見守りました。そして、今年 5 月に
オープンした東京の下町に立つ高さ 645 メー
トルの巨大なスカイツリー。日によって「粋」
と「雅」の 2 種類の色に照らされる江戸っ子、
いや東京っ子のシンボルがこの日はピンクに
染まりました。10 月は乳がん啓蒙啓発月間。
一日はそのことが広く浸透した証としてこの
巨大なツリーが東京タワーやレインボーブ
リッジと共にピンク色に染まった夜でした。
　ひと昔前は「乳がん」の病名を明かすことも
できなかったのが、今は一つの病名として受け
入れられている。しかし、まだまだ理解されて
いるとは言えないでしょう。年齢階級別がんの
罹患数のデータを見ますと女性の 30 歳から 60
歳くらいまでの 1 位が乳癌です。まさに乳癌は
働き盛りの女性を襲う病気なのです。
　２００３年に実施されたがん体験者の悩み
や負担などに関する実態調査報告書「がんと
向き合った 7,885 人の声」によると、診断時
点で会社勤務だった人が同じ会社に勤務して
いるのは半数以下で、3 人に 1 人が離職してい
ると報告されています。また、がん体験者が
抱える悩みや負担の中で、「就労・経済的負担」
は、「不安などの心の問題」「症状･副作用・後
遺症」「家族･周囲の人との関係」に次ぎ、4
位と上位であったと報道されています。がん
患者が就労し続けるために必要なものを聞い
た調査では雇用継続の視点からは、がんと付
き合いながら仕事ができるよう、病気への理
解、労働時間を考慮する、休暇を取得しやす
い労働環境づくりを求める声が多かったと報
告されています。
　乳癌は糖尿病や高血圧といった生活習慣病

とは違い、再発予防が功を奏することができ
れば治癒する病気です。再発予防のためにつ
らい抗がん剤治療を一定期間受けることにな
るのです。がんの再発を予防するための、治
癒するための治療を補助療法といいます。山
を登るとき、一気に登ってしまう人はいませ
ん。どこかで休むものです。山登りの途中で
休んでいる人はそこで休むことを蔑視される
ことはないのです。補助療法は一生続く治療
ではなく山登りの途中の休憩のようなもの、
再び元に戻ってまた登っていけるのです。
　今年の 6 月がん対策推進基本計画が発表さ
れましたが、その中でがん患者の就労を含め
た社会的な問題、が取り上げられています。
今や 2 人に 1 人はがんを経験する時代となり、
政府は「がん患者等の就労を含めた社会的な
問題、がんの教育などの課題も明らかとなり、
がん患者を含めた国民はこうした課題を改善
していくことを強く求めている。」という認識
に至っています。10 月にはその具体策として、
がん患者の就労支援でがん診療拠点病院に労
働関係の法律に詳しい社会保険労務士や心の
悩みにも対応できるようにカウンセラーたち
による相談会を開くことなどを実施していく
ために、5 億円の概算要求を盛り込んだと報道
されています。
　ピンクリボンの由来は一説によると「昔ア
メリカの小さな町で、乳がんで死亡した女性
の母親が、この女性の娘である実孫に、同じ
悲しみを繰り返さないよう、願いを込めて手
渡したものがピンク色のリボンであったこと
に端を発する」そうです。ピンクリボンは世
界に広がり乳がんのことを想い起させる象徴
となりました。そして、今年の第 8 回ピンク
リボンデザイン大賞の作品はある会社のホワ
イトボードに書かれた職員全員のある日のス
ケジュール表。そのなかのひとりの職員のス
ケジュールに 15：00 から乳がん検診と書かれ
ている、そういう光景でした。
　がんという病気は他人事ではない時代。企
業や社会が乳がんのみならずがんという病気
を理解し支えあっていく、そんな未来がくる
ことを期待したいと思います。

がんTure-Zure リレーコラム 第 2回乳

蒔田　益次郎
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癌研有明病院

「東京スカイツリーが
ピンク色に染まりました」



地の「乳がん月間」キャンペーン各
　１０月の乳がん月間に合わせて、全国各地で
個人の方々、企業・団体、自治体が中心となり
「乳がん撲滅」を多くの方々に街頭で呼びかけ
をされました。また各地で開催されましたスマ
イルウオークに参加された方もいらっしゃった
ことと思います。年々大きな力となり、多くの
地域で、その活動が広がっています。
早期発見のために検診に足を運ぶ方々が増える
ことを願って。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
街頭キャンペーン

　ピンクのオリジナルブルゾンを着用し、全社
を挙げて道行く人へ乳がん啓発チラシとオリジ
ナルティッシュを配布し、検診の呼びかけをさ
れました。

　「早期発見で笑顔の暮らしを」多くの方々に、
リーフレットを配布し、この声が届くよう全国
各地で街頭キャンペーンを実施されました。

ピンクリボンNEWS japan 3

ライトアップ

　北海道五稜郭、札幌の百貨店で乳がん月間に
ライトアップがされました。多くの方々にピン
クリボンの広報が出来たのではないでしょうか。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
乳がんの集い in 高野山

　全国の患者会の皆様が、約２００名参加され、
真言宗の聖地高野山に集い、慈尊院への絵馬奉納
にはじまり、ウォーキング、セミナー、写経に参
加され書道家による揮毫などを見学されました。

通行中の方々へ啓発チラシとオリジナルティッシュを手渡し検診をアピール（東京・大手町にて）

ピンクにライトアップされた五稜郭タワー（北海道・函館市）

男性社員も率先してピンクのブルゾンを着用し、啓発活動に取り組む（東京・銀座にて）

百貨店の垂れ幕掲示で乳がん検診の啓発を（北海道・札幌市）

その他、ピンクリボン啓発活動を推進
されている多くの方々が、乳がん月間の
キャンペーンに参加されました。



ピンクリボンNEWS japan4

PRNj  冬号あとがき

　過ぎました10月は、乳がん月間を迎え、多くの方々が、ピン
クリボンの啓発活動を目にされ、また参加された方もいらっ
しゃったのではないでしょうか。
　NPO法人J.POSHでは、本年もジャパン・マンモグラフィ・
サンデー（JMS）を全国340の医療機関に賛同をいただき、
約5000名の方が、受診されました。マスメディア、自治体、
医療機関ならびに各企業・団体の広報活動を通じ、受診
に行こうと思われる方々が、少しずつ増えてきた結果では
ないでしょうか。
　くる年も皆様と共にあらゆる機会を通じて、ピンクリボン啓
発活動を推進していければと願っております。

ピンクリボンNEWS japan編集委員

奥野　敏隆（神戸アーバン乳腺クリニック）

軽部　真粧美（自治医科大学附属病院　看護部）

重岡　靖（淀川キリスト教病院　腫瘍内科）

田中　完児（リボン・ロゼ田中完児乳腺クリニック）

蒔田　益次郎（癌研有明病院　乳腺外科）

吉野　裕司（石川県立中央病院　乳腺外科）

（五十音順・敬称略）

　本年で４回目を迎えましたＪＭＳプログラム、１０月２１日（日）に全国３４０ヵ所の医療機関から賛同
いただき、４，８３３名の方々が受診されました。プログラム当日に各受診者と医療機関を対象にアンケー
トを実施いたしました。速報値になりますが集計結果です。（１１月２０日現在）

ジャパン・マンモグラフィサンデー（JMS）アンケート結果速報

  （ ）内は構成比

１.マンモグラフィ検診について
 初めて……………………… １,４６９人（３８％）
 毎年 ………………………… ８６８人（２３％）
 ２年に１度 …………………… ６４８人（１７％）
 数年前 ……………………… ７７８人（２０％）
 その他……………………………９４人（ ２％）

２.受診された理由
 日曜日だから ……………… １,６９２人（３１％）
 市民検診 ………………… １,５６４人（２９％）
 予防のため…………………… ６３４人（１1％）
 家族のすすめ………………… ４７５人（ ９％）
 JMSを知って ………………… ３０９人（ ６％）
 無料クーポン受給 …………… ２７８人（ ５％）
 友人、職場のすすめ ………… ２５４人（ ５％）
 不安があるので ……………… ２２５人（ ４％）

３.これからも受診されますか
 受診します ………………… ２,７６５人（７２％）
 機会を見て受診します …… １,０８５人（２８%）
 受診しません …………………… ５人（  －  ）

４.年齢
 ２０－２９歳 …………………… ２０３人（ ５％）
 ３０－３９歳 …………………… ７５９人（２１％）
 ４０－４９歳 ………………… １,０７０人（３０％）
 ５０－５９歳 …………………… ７９２人（２２％）
 ６０－６９歳 …………………… ５７４人（１６％）
 ７０－７９歳 …………………… １７８人（ ５％）
 ８０歳以上 ………………………２５人（ １％）

受診者 医療機関

医療機関の声

受 診 者 の 声

回答数：３,８６８人【１１月２０日現在】 回答数：２３４医療機関【１１月２０日現在】

  （ ）内は構成比

１.2012年度JMSに参加していかがだったでしょうか
　良かった ………………………… １９８（８５％）
 よくなかった………………………… ４（ ２％）
 どちらでもない………………………１９（ ８％）
 無回答 ……………………………１３（ ５％）

２.今回の結果について
 予約定員 ………………………… ５,２９６人
 実受診者数 ……………………… ４,８８３人
 （内訳）　　　　　　　　　　　　　
 自主検診…………………… ２,３０６人（４７％）
 市民検診 ………………… １,５１９人（３１％）
 無料クーポン使用 …………… ８７４人（１８％）
 その他（人間ドッグ等） ……… １２３人（ ３％）
 企業検診 ………………………６１人（ １％）

・実施病院やJMSのPRがもっとあればと思いました。
・安価で気軽に受診できるようにして欲しい。
・10月だけでなく年数回やって欲しい。
・仕事をしているので日曜日だと助かります。
・検査の痛みを強く感じる事がなくホッとしました。

・受診者は少数でしたが、丁寧に出来て良かった。
・年々来院数が増えています。継続してやりたい。
・日曜日の検診需要がたくさんあると実感した。
・受診者からプログラムの継続の要望が高かった。
・地域貢献に参加している意識が出た。


